
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 行田音頭保存会による「行田音頭学習会」を受講した。児童らは

総合的な学習の時間に自ら絵を描いて作ったオリジナル足袋「マイ

足袋」で踊りと歌の練習に臨んだ。 

● 地域の郷土芸能について理解することや伝承する大切さにつ

いて考えを深め、郷土を愛する心を育むよい機会となった。 

 
 

● 本市の日本遺産ストーリーの構成資産に認定されている行田音

頭について、８０数年前に遡る昭和初期の行田の情景を思い描い

たり、正しい演舞の仕方を身に着けたりすることができた。 

● 実際に体験することで、調べ学習だけでは学ぶことのできない

地域の人々の思いや願いを感じ取ることができた。 

第３学年 

「マイ足袋」履いて行田音頭 

● 行田音頭の曲やおどりを教えていただいたので家でも練習して

いきたいです。みんなのたびがかわいかったです。 

● 歌しの中にも「たびの行田を思い出す」とありました。ぼくは、

マイたびの左足に行田小豆とハスの花、右足には、うきしろちゃ

んと南小の校章をかきました。 

 
 


